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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 
 報告者は第７回国際ウキクサ会議(The 7th International Conference on Duckweed 

Research and Application)での研究発表およびカセサート大学の微生物研究室での研究交

流を通して、自身の研究に関する知見や実験技術の獲得を目的としてタイへ渡航した。国際ウ

キクサ会議はウキクサ植物に特化した学会であるため、他の植物系の学会では得られない情報

の獲得が期待された。報告者は植物と微生物(細菌)間の相互作用メカニズムをウキクサ植物の

生長制御の観点から研究している。これまでの研究により Pseudomonas 属細菌 Y132 株

の増殖フェーズの違いがウキクサの生長に多様な効果を与えることや、細菌によるウキクサの

生長制御メカニズムの一部が明らかになった。これらの成果を国際ウキクサ会議で発表し、ウ

キクサに関連する幅広い研究者とディスカッションを行うことでアイデアや知識の獲得を目

的とした。また会議後に細菌-ウキクサ相互作用の研究を行なっているカセサート大学

Chanita 博士の研究室でのディスカッションや実験を含めた研究交流を行うことで、実験手

法や知識の獲得を目的とした。Chanita 博士はウキクサに付着した表在細菌を数多く単離し

ており、それらの細菌がウキクサの生長制御に及ぼす影響についての研究を行なっている。こ

れらの研究は私自身の研究との共通項が多い。しかしながらこれらの研究手法(実験アッセイ

法)については多岐に渡る。そのためこれらの研究手法が与える結果の違いや影響について知

見を得る。 

 
成果 Outcome 
 第 7回国際ウキクサ学会にて”Plant growth regulation mechanisms of Pseudomonas 

sp. Strain Y132.”というタイトルでポスター発表を行った。ポスター発表時間内は勿論、

ポスター発表時間外でも数多くの研究者達と報告者の研究成果に対するディスカッションを

行い様々な知見が得られた。特に報告者が使用する細菌と異なる細菌種(Pseudomonas 属)

や異なる細菌属(Actinobacteria 等)が報告者と同じウキクサ植物の生長生理に与える効果の

違いについては参考になった。報告者の研究では Pseudomonas. sp Y132 株が増殖フェー

ズの違いによりウキクサ植物の枯死と生長促進の相反する効果を引き起こすが、他の研究者が

扱う Pseudomonas 属細菌では単一の効果(生長促進)のみが見られた。また異なる細菌属で

も生長促進か枯死かの一方の作用が見られる細菌が多かった。研究者ごとに実験条件の違い

(使用する培養培地の違いや培養条件の違い)が存在したため一概にそれぞれを比較すること

は困難であるが、同一菌によるウキクサ生長への複数の効果は Y132 株特異的なものである
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可能性が考えられた。また本会議での研究発表の公

聴を通して、幅広いウキクサの生長生理に関する知

識が身についた。複数のウキクサの生長生理の発表

から様々な物質や環境変化に応答するウキクサの様

態が知れた。報告者の細菌がウキクサ植物を枯死さ

せる要因の一つに揮発性物質の産生が示唆されてい

るが、様々な物質に対するウキクサ応答の様子は物

質推定に役立つ知見であった。また本会議ではウキ

クサ植物を食用として育てる試みが多く行われてい

た。エクスカーションでは食用のウキクサを大量生

産し、様々な形で食品に加工するウキクサ工場 

を見学した。実際にウキクサ工場で生産されたウキ

クサを使った食品(ウキクサハンバーガー、ウキクサ

アイス、ウキクサドリンク)などを試食した。これま

でウキクサは実験材料としてしか捉えていなかった

が、実際に食品方面に応用されているのを見学してウキクサ応用への知見も深まった。 

 

 
   ウキクサ工場見学                  ウキクサ料理試食 

 

 学会後はカセサート大学のウキクサ-細菌相互作用研究を行なっている Chanita 博士の研

究室で研究交流を行った。研究交流ではウキクサ植物と細菌の共培養方法について一連の流れ

を実際に体験した。今回の実験では異なる濃度の植物生長促進細菌の培養液がウキクサの生長

にどう影響するのかを検証した。報告者も過去に同じような実験を行なっているが手法は異な

っていた。報告者の実験手法ではウキクサ植物に添加する細菌濃度と細菌の培養フェーズが変

化していることが予測されていた。一方今回行った Chanita 博士の実験手法では細菌の培養

フェーズは同じであるが、細菌濃度のみが変化していることが予測された。実験の結果、中濃

度の細菌培養液は低濃度、高濃度の細菌培養液と比較して顕著な生長促進効果を示すことが分

かった。また高濃度の細菌培養液は僅かながらウキクサの生長を阻害したが枯死までには至ら

なかった。細菌属の違いもあるが、報告者の実験手法ではウキクサの枯死と生長促進が見られ

たため手法の違い(培養フェーズの違い)が結果の違いにつながっている可能性が示唆された。

また研究交流では他にもウキクサの面積を画像解析する手法や培養培地ごとのウキクサ-細菌

共培養効果の違い学び、実り多い時間となった。 

 
今後の展望 Prospects for the future 
 第 7 回国際ウキクサ会議への参加と Chanita 博士の研究室での研究交流を通して、自身の

研究につながる様々な知見が得られた。同分野の研究者との議論は勿論、他分野のウキクサの

生長生理に関する多くの研究からも自身の研究につながるインスピレーションのきっかけと

ポスター発表の様子 
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なった。また研究交流では同じような研究でも様々な研究手法があることを学んだ。また研究

手法により視点の違う結果を得ることができるということを学んだ。今回学んだ研究手法を応

用し自身の研究で行えば、細菌の培養フェーズによる結果の違いと細菌濃度による結果の違い

を区別できるため研究成果の前進につながる。今回学んだことを生かして今後の研究を進めて

いきたい。 

 最後にこのような貴重な機会をいただいた大学院教育支援機構(DoGs)の皆様に心より感謝

申し上げます。ありがとうございました。 
  


